
地域の森林モデルを目指して
～生産性と環境性を両立した持続可能な森づくり～

岐阜県立飛騨高山高等学校 環境科学科
宮下真理 道下慎一郎 伊藤祐太 清水銀太



１．はじめに
県土面積の割合

岐阜県

森林率８１％（全国２位）

岐阜県

国有林
17.0%

公有林
7.2% 私有林

57.0%

農地
3.9% その地

14.9%
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木材価格の推移

スギ ヒノキ
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木材価格の推移

木材価格の低下

木材価格ピーク時の１/４に減少

林業従事者の不足

高齢者比率の増加

林業が抱える問題



雪害による倒木事故（2016年）

隣接施設破損

獣害被害（2023年）

大雨による表層崩壊（2018年）

崩壊箇所

クマの食害 シカの角こすり本校演習林の被害



演習林モデル

生産性生産性生産性
環境性環境性環境性環境性環境性

国土保全と自然共生に貢献！

持続可能な森づくり

針広混交林施業



２．演習林の概要

ヒノキ林
１３０年生

ヒノキ林
４０年生

ヒノキ林
３０年生

アカマツ・ヒメコマツ林
９０年生

森林面積森林面積9.88ha

清見演習林

実施区
広葉樹林
１０年生



清見演習林

森林面積０.２４ha

清見演習林

森林面積０森林面積０森林面積０.２４２４２４２４haha２．演習林の概要

実施区

35～40年生
ヒノキ人工林



実施区の管理状況

1985年 植林 約2500～2800本/ha

2007年 除伐・2009年 間伐

2010年・2015年・2019年 枝打ち

2020年～現在 間伐

35～40年生
ヒノキ人工林

実施区



2018年 スイス人フォレスター講習

実施区の管理状況

ヨーロッパ林業
環境性を重視した森づくり

35～40年生
ヒノキ人工林

実施区



３．森林管理

森林
科学



実施内容・計画

コンパス測量・GPS測量

択伐

OWL立木調査

GPS測量

目標林

測量

植生調査

土壌調査

立木調査

間伐

除伐

枝打ち

木材出荷

追跡調査

環境調査

環境性と生産性を両立した持続可能な森づくり

1985年 2007年 2009年 2010年 2015年 2019年 202１年 202２年 202３年

木材生産を重視した森

202４年 202５年

植樹 2500～
2800/ha

コンパス測量

樹種植生調査

掘削調査

劣勢木対象

OWL立木調査輪尺・ブルーメライスでの立木調査

１回目 ２回目間伐率３０％で実施

３回目

アカマツ・ヒノキ材

井上工務店
戸田材木店

野生動物
土壌動物

２回目１回目 ４回目

私たちの取り組み



（１）実施区の測量

＜結果＞＜結果＞
面積
＜結果＞

：
＜結果＞＜結果＞

：：0.24ha面積
周長 ：

0.24ha0.24ha
：：0.20
0.24ha0.24ha
0.200.20ｋｍ周長 0.200.200.20ｋｍ

高低差：１５ｍ

QGISで編集・分析

コンパス測量

GPS測量



（２）植生相調査

<確認された樹木>
針葉樹
ヒノキ、ヒメコマツ、アカマツ、モミ

広葉樹
クリ、コナラ、ミズナラ、トチノキ、フジ、ソヨゴ、
ガマズミ、ユズリハ、ホオノキ、コシアブラ、
コアジサイ、ソヨゴ、ヤマウルシ

１７種を確認



（３）土壌調査

F層

H層

A層

B層

L層
A
0
層

有機物の供給が必要



３次元計測システム（OWL）（４）立木調査



必要な手立てや方向性が見える

スマート林業

労力削減・時間の短縮

（４）立木調査



育成木施業

将来価値の高い優勢木を選び、その周辺を間伐



育成木施業（選木基準） ヨーロッパ林業の観点で選木

スタビリ
ティー
（配置）

クオリ
ティー
（品質）

バイタリ
ティー
（生育力）



スタビリティー（分布）
樹種にあった
間隔を取る



バイタリティー（生命力）

四方に
張っている

傷や腐れ
がない

樹冠の
発達具合

幹の
太さ・形状



クオリティー（品質）

曲がり ねじれ 大径



本数間伐率３０％で実施

樹冠同士の空間樹冠同士の空間
（ギャップ）

（５）間伐



（６）枝打ち 樹冠長率５０％程度



光環境が改善光環境が改善⇒⇒⇒下床植生が繁茂

間伐・枝打ちの効果

＜平均相対照度＞＜平均相対照度＞
間伐前：
＜平均相対照度＞＜平均相対照度＞

5.5
＜平均相対照度＞＜平均相対照度＞

5.55.5％間伐前：
間伐後：

5.55.5間伐前：
間伐後：間伐後：12.6

％5.5％％
12.612.6％



樹高（ｍ）

胸高直径（ｃｍ）

枝下高（ｍ）

形状比

全木

５．３

１３．４

１８．９

７２．４

育成木

１３．８

２１．５

５．６

６４．８

ライバル木

１３．７

１７．５

５．２

８０．２
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全木 育成木 ライバル木

形状比

全木・育成木・ライバル木の調査結果比較

育成木：適正値！！安定した木

ライバル木：安定感に欠ける細長い木

適正値



４．木材の出荷 馬による木材を搬出



岐阜県産材証明

飛騨支所林産物共販所

（１）岐阜県産材登録

林産物
利用



（２）木材の出荷量・価格

通常の１．４倍の価格で取引0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

通常 本校

木材価格（円）

通常の１．４倍の価格で取引



（３）追跡調査①



（３）追跡調査②



林地残材・雑木の活用 山高オリジナル
アロマオイル

廃棄木材の活用

温泉施設の燃料木材チップの活用



６.結果・考察



曲がった木材・林地残材
⇒利益に繋げる

木材出荷

適切に管理した木材
⇒高値で販売

６.結果・考察



間伐 林床に光が当たる 山菜収穫



６.結果・考察 ツルグレン法による土壌動物調査
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ショウジョウバカマ
ギフチョウ（成虫）食草

６.結果・考察 希少生物モニタリング調査

日光・土壌が改善 食草・餌場の確保



６.結果・考察 希少生物モニタリング調査

希
少
昆
虫
を
確
認

日光・土壌が改善 食草・餌場の確保

キバネツノトンボ ギフチョウ



６.結果・考察 定水位浸透試験

水害の軽減・地下水涵養

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

3580㎖

5570㎖
㎖

総浸透量の平均値（㎖）

５５７０㎖

対象区 実施区

針葉樹林

針広混交林施業

３５８０㎖



演習林モデル

生産性生産性生産性生産性
環境性環境性環境性環境性

実現可能

森全体の価値を総合的に高める



風の分散性

針広混交林

生物多様性が高い

災害に強い
土壌の緊縛力

国土保全と自然共生に繋がる！！

演習林モデル



形状比

樹冠長率 樹冠長

適切な森林管理

継続調査７.今後の展望



第７６回日本学校農業クラブ プロジェクト発表

東海ブロック大会 発表分野Ⅱ類 最優秀賞
二連覇
達成

日本学校農業クラブ全国大会 西関東大会出場



第５回 全国グリーンインフラ大賞 特別優秀賞

グリーンインフラ官民連携プラットフォーム（東京ビッグサイト）

～高山西ＩＣビオトープ～地域で育てた「飛騨の森」～

令和７年１月２９日 高校生で初の栄誉を獲得！



地域の学びが教科書に！
全国の高校生へ伝える

リーダーシップ夏号（日本農業クラブ連盟）

スイス林業と日本の森林（築地書館）

教科書「森林科学」（文部科学省）



森の魅力を発信

東京都の小中学生・高山市民を対象に森林環境教育を実施

森を守る担い手の育成

山の日イベント、ちよだ環境祭り（東京都千代田区）

83%

17%

森に対して親しみや関心が持てましたか。森に対して親しみや関心が持てましたか。
（子ども１４名、大人３４名対象）

参加者全員が
親しみや関心を持てた！森への興味が沸いた！

地元の森林を守りたい！



高山市長 表敬訪問７.今後の展望



地域の強みを活かせる
取り組みに繋げてほしい！

高山市長 表敬訪問

高山市長
田中 明 様

７.今後の展望



高山市森林整備計画
令和7年4月1日～令和17年3月31日

地域に広げる活動

演習林が高山市の森林モデルに！

７.今後の展望

生産性と環境性の両立



高山市内の民有林11,958haの管理に貢献



７.今後の展望 飛騨から全国へ



高山市役所 森林環境政策部 御中
飛騨高山森林組合 御中
高山市森づくり委員会 御中
株式会社 井上工務店 御中
ノクターレ TS産業 塩谷 英雄 様
戸田材木店・セルバ 戸田 昌志 様
准木材コーディネーター 野村 雅明 様
飛騨ツリーワークス 直井 泰司 様
高山国道事務所 御中
株式会社 建設技術研究所 御中
株式会社 建設環境研究所 御中

感謝
御礼
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